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１ 開会 

□ 事務局（佃課長） 

ただ今から、第９３回北海道国土利用計画審議会を開催させていただきます。 

私、本日の司会を務めさせていただきます北海道総合政策部政策局土地水対策課長の佃でござ      

います。よろしくお願いいたします。 

それでは、審議会の開催に当たりまして、総合政策部政策局計画推進担当局長の佐々木より、ご

挨拶を申し上げます。 

  

２ 挨拶 

□ 事務局（佐々木計画推進担当局長） 

   ただいま紹介のありました総合政策部計画推進担当局長の佐々木でございます。 

本日は、年初の大変お忙しいところ、また、お足元の悪い中、本審議会にご出席いただきまして、

誠にありがとうございます。 

中村会長をはじめ委員の皆様には、日頃より土地利用に関する施策はもとより道行政の推進にご

指導、ご協力を賜り、この場をお借りしまして感謝申し上げます。 

道におきましては、本年を「北海道創生加速化元年」と位置づけておりまして、最重要課題であ

ります人口減少問題などに対応する「北海道創生総合戦略」や、ただ今策定作業を行っております

「新たな総合計画」、これらを元にしまして、食や観光といった強みを活かしながら、また、北海

道新幹線が３月２６日に開業いたしますので、その効果を最大限に発揮し、北海道の更なる発展に

向けた取り組みを進めてまいりたいと考えております。 

本日は、土地利用基本計画図の変更案件１２件について、ご審議をいただくこととしております。 

道といたしましては、本審議会のご意見を踏まえまして、土地利用基本計画図の変更を行うこと

としておりますので、委員の皆様の忌憚のないご意見を賜りますようお願いいたします。 

また、前回の本審議会においても若干ご説明させていただきましたが、昨年８月に「第５次国土

利用計画（全国計画）」が閣議決定されたことを受けまして、現行の「北海道計画」の変更に向け

た作業を開始したところでございます。この変更に際しましては、本審議会のご意見をいただくこ

とになっておりますことから、本日は、変更に当たっての基本的な考え方などについてご説明させ

ていただきたいと考えております。 

本日は、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

□  事務局（佃課長） 

    本日の審議会における出席委員数についてでございますが、委員総数１５名のうち１０名の委員 

のご出席をいただいており、２分の１以上の出席がございますので、北海道国土利用計画審議会条

例第６条第２項の規定により会議が成立していることを、ご報告申し上げます。 

    次に、本審議会につきましては、北海道情報公開条例第２６条によりまして、会議を原則、公開

することとしており、また、議事録につきましても同様の取扱いとなりますので、後ほど、会長に

議事録署名委員のご指名をお願いいたします。 

    それでは、早速、議事に入ります。 

議事の進行につきましては、中村会長にお願いいたします。 

 

３ 議事録署名委員指名 

□ 中村会長 

    はい。お忙しい中、集まっていただきましてありがとうございます。 

    時間も限られておりますので、早速議事の方に入りたいと思いますけれども、まず、先ほど、事

務局から説明がありました議事録署名委員について、指名をさせていただきたいと思います。 

議事録署名委員については、会議の都度、指名させていただく２名と私が議事録に署名すること

となっておりますので、ご了承ください。 

  これまで委員名簿の五十音順にその時の出席者に当てはめて、お願いしておりましたので、今回

は、小林委員と迫田委員にお願いしたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 
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４  議事（北海道土地利用基本計画（計画図）の変更について） 

□  中村会長 

    それでは、議題の「北海道土地利用基本計画（計画図）の変更について」ですが、お手元に諮問 

文の写しが配付されておりますとおり、高橋知事から本審議会に諮問がありましたので、この件に

ついて審議してまいりたいと思います。 

    それでは、「北海道土地利用基本計画（計画図）の変更について」事務局から説明をお願いしま

す。なお、ご意見やご質問については、事務局からの説明の後、一括してお受けしたいと思います

ので、よろしくお願いします。 

では、事務局から説明をお願いします。 

 

□  事務局（平賀主幹） 

   土地水対策課の平賀でございます。よろしくお願いいたします。 

    それでは、今般、審議会に諮問させていただいております「北海道土地利用基本計画（計画図）

の変更について」ご説明いたします。恐縮ですが座って説明させていただきます。 

本日は、森林地域の拡大７件と縮小５件についてご審議いただくこととしています。 

    なお、本日お配りしました資料については、事前に送付させていただいた時点では未確定であっ

た個別法審議会の状況の追記ですとか、また、記載の誤りがございまして一部修正を加えた箇所が

ありますのでご了承願いたいと思います。 

   さて、ただ今申し上げたとおり、本日の案件はすべて森林地域に関するものですが、過去の審議

会におきまして、特に森林地域の縮小に係る案件については、追認でございますとか、後追いだと

のご指摘を度々いただいておりますことから、あらためて個別規制法に基づく地域・区域の変更と

土地利用基本計画の変更との関係等について、ご説明させていただきたいと存じます。 

   土地利用基本計画は、都市計画法や森林法など個別規制法による諸計画の上位計画としての役割

を果たしておりまして、個別規制法による地域・区域と土地利用基本計画の地域区分とがかい離し

ないように運用するとともに、個別規制法による地域・区域を変更しようとする場合には、総合的

に調整する必要がございますことから、一部の例外を除きまして、あらかじめ土地利用基本計画を

変更することとなっております。都市地域でございますとか、農業地域等での開発行為につきまし

ては、そもそもその地域内で行われることから、直接には土地利用基本計画の変更を伴いませんが、

国有林と地域森林計画対象民有林で構成される森林地域の場合は、林地開発の許可のあった森林は、

国の運用方針に基づきまして、地域森林計画対象民有林から除外するものとされていることから、

開発行為による民有林等の減少が直接森林地域の縮小、すなわち土地利用基本計画の変更につなが

ることになります。この点が、ほかの地域の変更と大きく異なる特徴であることをご理解いただき

たいと存じます。 

  なお、地域森林計画対象民有林の変更は、道の運用上は、土地利用基本計画の変更後に行うこと

としています。 

   また、土地利用基本計画は、個別の開発行為の適否自体を判断する計画ではなく、開発行為の対

象となる区域等について、土地利用の基本方向など道土の総合的な見地からの妥当性、方向性につ

きまして判断するものでございまして、個別の開発行為に係る許認可については、国土利用計画法

第１０条により個別規制法に委ねられているところです。 

   また、個別規制法上の審議会と本審議会との関係については、土地利用基本計画の変更案につい

て、まず本審議会で総合的な観点から調査審議を行いまして、次いで比較的専門的な観点から個別

審議会における調査審議を諮る方法、それから、あらかじめ個別審議会における調査審議を経て、

専門的に問題がないと認められたものを土地利用基本計画の変更案とし、本審議会で総合定な観点

から調査審議を諮る方法が考えられますが、いずれにいたしましても、両審議会において意見の相

違がある場合には、相互にフィードバックして再度の審議を諮ることにしているところであります。 

    それでは、お手元の資料１によりまして、本日の案件についてご説明させていただきます。 

まず、１ページをご覧願います。本日は、すべて森林地域に係る案件でございまして、整理番号

１～７が「拡大」、８～１２が「縮小」の案件です。合計１２件、全体では、拡大する面積１９１

ヘクタール、縮小する面積が６９ヘクタールとなっておりまして、今回は拡大する面積が縮小する

面積より多くなっております。 
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   ２ページをご覧ください。北海道地図に、本日の変更案件に係る市町村を示しております。ピン   

ク色で塗りつぶしている箇所が「拡大」の地域でございまして、黄色で塗りつぶしている箇所が「縮

小」の地域でございます。整理番号６と７につきましては、７は旧歌登町でございまして、合併に

より現在は枝幸町となっておりますので、枝幸町に係る案件が２件ということで、合計で１１市町

村１２件となります。 

続きまして３ページをご覧願います。これは、土地利用基本計画の変更案件について、委員の皆

様にご審議していただく際のポイントを整理したものでございます。これらを踏まえまして、総合

的な見地からご審議いただければと存じます。 

 まず、ポイント１「国土利用計画や土地利用基本計画等との整合性」についてですが、これは、

国土利用計画や土地利用基本計画に掲げられている「道土利用の基本方向」や「土地利用の基本方

向」、「土地利用の原則」などと整合性が図られているかどうかということでございます。 

それからポイントの２「重複地域も含め五地域区分の設定の妥当性」でございますが、これは、

変更後の重複の設定も含めまして、土地利用基本計画に掲げられている「土地利用の原則」等に照

らし、五地域の設定あるいは変更が妥当かどうかということでございます。 

   続きましてポイントの３「重複地域変更の土地利用優先順位等の妥当性」でございますが、これ

は、変更前に五地域が重複している場合におきまして、土地利用基本計画の土地利用の優先順位を

勘案した変更となっているかどうかということでございます。 

   最後にポイントの４でございますけれども「地域変更による他地域への悪影響の有無」、これは、

土地利用基本計画の五地域区分を変更したときに、変更区域と隣接する五地域の区域に影響がある

かどうかということでございます。例えば、都市的土地利用が行われております都市地域が広くゾ

ーニングされている場合に、その中にぽつんと農業地域を編入しようとする案件があったとします

と、果たして、有効で適切な都市的土地利用が図れるのかという観点から審議するというようなも

のでございます。 

   また、開発行為に伴う周辺への影響などにつきましては、個別規制法の許可申請の段階で審査等

が行われることになりますので、本審議会で他の五地域への影響について検討・協議する際には、

総合的かつ大所・高所の視点から見てどうかということになっているところでございます。 

それでは、変更案件の内容についてご説明させていただきます。 

お手元に、資料１とは別に、本日の案件の概要をまとめた資料をお配りしておりますが、まずこ

ちらをご覧願います。この概要版につきましても、整理番号１から７までが森林地域の拡大案件で

ございまして、森林法では、森林を、「木竹が集団して生育している土地及びその土地の上にある

木竹」、又は「木竹の集団的な生育に供される土地」と定義していますことから、森林地域を拡大

する場合とは、現況が森林である場合のほか、植林が行われる予定があるなど今後森林として確実

に利用されることが認められる場合となります。したがいまして、整理番号２と３と６は、現況が

森林であることから森林地域を拡大するもの、１、４、５、７は、植林が予定されておりまして、

今後森林となることが確実でありますことから、森林地域を拡大するものです。 

また、整理番号８から１２までが森林地域の縮小案件ですが、いずれも森林法に基づき開発行為

の許可を受けまして、８と９は産業廃棄物処理施設として、１０から１２は農地として利用されて

おり、森林として利用・保全する必要がなくなったことから、森林地域を縮小するものでございま

す。 

 

それでは、森林地域の拡大案件からご説明いたします。最初に、現況が森林である区域を森林地

域に拡大する案件、整理番号２、３、６からご説明いたします。 

まず、整理番号２「士別森林地域の拡大」についてご説明させていただきます。ページが飛び恐

縮でございますが、１０ページをご覧ください。 

まず、案件の概要ですが、本案件は、苗木の植栽が完了し、森林として整備されていることが明

らかであることから、森林として利用・保全を図るため、森林地域に指定するものでございます。   

新たに森林地域に指定する面積は、５ヘクタールです。 

個別規制法との関係につきましては、上川北部地域森林計画対象民有林の変更の手続を行うこと

になります。なお、本日の案件はすべて、それぞれの森林計画区において地域森林計画対象民有林

の変更手続きを行う必要がありますことから、個別規制法の措置に関する説明は以後省略させてい

ただきますので、ご了承願います。 
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それから、個別規制法の審議会等の状況につきましては、北海道森林審議会が昨年１２月１６日

に開催されておりまして、当案件に係る地域森林計画の変更につきましては、適当である旨の答申

がなされているところでございます。なお、本日の案件は、いずれも本件と同様、昨年１２月の森

林審議会において適当である旨の答申がされておりますので、以後の案件につきましては、説明を

省略させていただきますのでご了承願います。 

    次に、市町村長の意見についてですが、国土利用計画法では、土地利用基本計画を変更する場合

には、あらかじめ市町村長の意見を聴くほか、市町村長の意向が土地利用基本計画に十分反映され

るよう必要な措置を講ずることとされているところでございます。今般、士別市長様からは「特に

意見のない」旨の回答をいただいているところでございます。なお、これにつきましても、本日全

ての案件について、関係の市町村長様から「意見なし」との回答をいただいておりますので、以後

省略させていただきます。 

それから、下段になりますが、変更地域に係る五地域の指定状況等についてでございます。変更

前、すなわち現在は農業地域のみ５ヘクタールが指定されておりますが、変更後は農業地域と森林

地域との重複地域になります。 

１１ページをご覧ください。変更区域は、士別市朝日町の岩尾内湖近くにございまして、士別市 

役所から東へ約３１ｋｍの位置にあります。 

１２ページをご覧願います。これは、土地利用基本計画図に変更区域を図示したものです。なお、

これまでの審議会でもご説明させていただいておりますが、参考までに、この凡例にありますけれ

ども、赤色の「都市地域」、橙色の「農業地域」、緑色の「森林地域」、青色の「自然公園地域」、

紫色の「自然保全地域」を五地域と言っておりまして、本審議会では、この線を変更すること、す

なわち土地利用基本計画図を変更することについて、ご審議いただくことになっております。 

次の１３ページをご覧ください。これは、ただ今の土地利用基本計画図の拡大図でございます。

赤枠で囲んだところが、森林地域に拡大する区域です。凡例のとおり、橙色のポツポツで色塗りさ

れております「農業地域のその他」の中に位置しておりまして、一部が「森林地域の地域森林計画

対象民有林」に接しています。本案件は、この部分を「森林地域」に拡大するものでございます。 

次の１４ページをご覧ください。これはグーグルの航空写真でございます。森林に囲まれた区域

でございまして、近くに畑がありますけれども、これは牧草地でございます。 

次に１５、１６ページをご覧ください。こちらは、昨年の１１月に撮影した現地の写真でござい

ます。写真の右上の方に示しておりますが、この３方向から撮影したものでございまして、１６ペ

ージの②の写真では、苗木が植えられている様子がおわかりいただけるかと思います。また、③の

写真では、今回の変更区域全体の形状もご確認いただけるものと思います。 

 

続きまして、整理番号３「増毛森林地域の拡大」についてご説明いたします。１７ページをご覧

願います。本案件は、当該区域の森林が平成２６年１１月に土砂流出防備保安林に指定されたこと

に伴いまして、今後も森林として利用・保全を図る必要があるため、森林地域に指定するものでご

ざいます。保安林といいますのは、水源のかん養でありますとか、土砂の流出や崩壊の防備などを

目的に指定されるもので、１７種類ございます。土砂流出防備保安林は、雨などによる表土の浸食

を抑えまして、土砂の流出、崩壊による土石流の発生などを防ぐことを目的に指定されるものでご

ざいます。新たに森林地域に指定する面積は、１５ヘクタールでございます。変更地域に係る五地

域の指定状況等につきましては、現在は自然公園地域の第３種特別地域のみですが、変更後は自然

公園地域と森林地域との重複地域となります。なお、自然公園は暑寒別天売焼尻国定公園でござい

ます。１８ページをご覧ください。変更区域は、増毛町岩尾地区で、日本海に面した国道２３１号

線のオロロンラインに沿った区域でございます。１９ページをご覧ください。土地利用基本計画図

でございます。次の２０ページをご覧ください。土地利用基本計画図の拡大図でございます。赤枠

で囲んだところが、森林地域に拡大する区域です。青色の横線で色塗りされた「自然公園地域の第

３種特別地域」の中に位置しておりまして、一部が緑色マルポツの「森林地域の保安林」に接して

います。本案件は、この区域を「森林地域」に拡大しようとするものでございます。２１ページを

ご覧願います。航空写真でございます。日本海に面した森林の中に位置しています。２２、２３ペ

ージをご覧ください。こちらは、昨年の１１月に撮影した現地の写真です。冬にさしかかりまして、

葉が落ちている状態でございますけれども、国道から海側の斜面に広葉樹林が続いております。 
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続きまして、整理番号６「枝幸森林地域の拡大」について、ご説明させていただきます。ページ

が飛びますが、３７ページをご覧願います。本案件は、現況が森林の区域につきまして、今後も森

林としての利用・保全を図る必要があるため、森林地域に指定するものです。新たに森林地域に指

定する面積は、２６ヘクタールです。変更地域に係る五地域の指定状況等につきましては、現在は

農業地域のみですが、変更後は農業地域と森林地域との重複地域になります。３８ページをご覧く

ださい。変更区域は、枝幸町目梨泊地区でございまして、枝幸町役場から北西に約１１ｋｍ、オホ

ーツク海に近接した位置にあります。３９ページが土地利用基本計画図でございまして、４０ペー

ジが拡大図でございます。赤枠で囲んだところが、森林地域に拡大する区域です。橙色のポツポツ

で色塗りされた「農業地域のその他」の中に位置しておりまして、左側（西側）は民有林に、右側

（東側）は保安林に指定されている国有林に接しています。本案件は、この区域を「森林地域」に

拡大しようとするものでございます。４１ページをご覧ください。航空写真でございます。４２ペ

ージをご覧ください。こちらは、昨年１１月に撮影した現地の写真です。２方向から撮影しており

ますが、森林であることがご覧いただけると思います。 

続きまして、ただ今の整理番号２、３、６に関する審議のポイントについてご説明させていただ 

きます。 

まず、ポイント１に関しましては、整理番号２、３、６ともに、現況のまま森林として整備・保

全していくというものでございまして、土地利用基本計画では、「土地利用の原則」の中で、「森

林地域は、森林の土地として利用すべき土地があり、林業の振興又は森林の有する諸機能の維持増

進を図る必要がある地域」であるとされていることなどから、整合性が図られているものと考えま

す。 

ポイント２に関しては、これは、変更後の重複の設定も含めて五地域区分の設定・変更が妥当か

どうかということですが、まず、整理番号２と６については、「農業地域のその他」の中に「森林

地域のその他」を設定しようとするもので、農業地域と森林地域が重複する地域になりますが、「重

複地域における土地利用の調整指導方針」、審議会資料の最後にありますが、この方針では、「森

林としての利用を優先するものとするが、森林としての利用との調整を図りながら農業上の利用を

認める」とされており、森林地域の設定により農業上の利用が排除されるものではないことから、

支障はないものと考えます。また、整理番号３については、「自然公園地域の第３種特別地域」の

中に「森林地域の保安林」を設定しようとするもので、両地域が重複する区域になりますが、第３

種特別地域は、通常の農林漁業活動を容認しながら優れた自然の風致景観を保護する地域でござい

まして、保安林については、適正な管理と行うとともに他用途への転用は行わないものとされてい

ること、また、「重複地域における土地利用の調整指導方針」では、「両地域が両立するよう調整

を図る」とされておりますので、両地域の重複は支障がないものと考えます。 

続きまして、ポイント３についてですが、これは、変更前に五地域区分が重複している場合にお

いて、土地利用基本計画の土地利用の優先順位を勘案した変更となっているかどうかということで

ございますが、整理番号２、３、６ともに、変更前は五地域が重複しておりませんので、この項目

については該当しておりません。 

最後にポイント４に関しては、整理番号２と６については、変更区域は、森林地域に接しており

まして、一体となって利用が図られるものであること、また、整理番号３につきましては、変更区

域は、保安林に指定された森林でありますことから、適正な管理が行われるとともに他用途への転

用は行われないので、自然公園としての風景地の保護に支障を来すものではないことから、森林地

域への変更による他地域への悪影響はないものと考えております。 

    以上が整理番号２、３、６の説明でございます。 

 

続きまして、今後森林となる区域を森林地域に拡大する案件につきましてご説明させていただき

ます。 

    ４ページをご覧願います。整理番号１「洞爺湖森林地域の拡大」についてです。本案件は、現況

が原野の区域について、平成２８年度から植林を実施する予定であり、今後、森林としての利用・

保全を図る必要があることから、森林地域に指定するものでございます。現所有者が、平成２６年

度に当該原野を購入いたしまして、平成２８年度からトドマツを植林していく予定です。新たに森

林地域に指定する面積は、８１ヘクタールでございます。変更地域に係る五地域の指定状況等につ

きましては、現在は農業地域のみですが、変更後は農業地域と森林地域との重複地域となります。 
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次の５ページをご覧願います。洞爺湖の北東、旧洞爺村の早月地域で、壮瞥町との境界にござい

ます。６ページをご覧願います。土地利用基本計画図で、７ページが拡大図でございます。赤枠で

囲んだ部分が、森林地域に拡大する区域でございまして、橙色のポツポツで色塗りされた「農業地

域のその他」の中に位置し、緑色の斜線で色塗りされた「森林地域の民有林」に囲まれております。

本案件は、この区域を「森林地域」に拡大しようとするものでございます。なお、変更区域の下側

に白地の部分がありますが、先ほど申しましたとおり、本区域は洞爺湖町と壮瞥町の境界に位置し

ておりまして、この白地部分は壮瞥町内になります。今般の変更は洞爺湖町に係る区域のみとなっ

ております。 

続きまして８ページをご覧ください。航空写真でございまして、赤枠で囲んだ部分が森林地域に

拡大する部分で、森林に囲まれた区域であることがご覧いただけるかと存じます。９ページをご覧

ください。こちらは、昨年７月に撮影したものでございまして、３方向から撮影しております。雑

草地に、まばらに立木がある状況でございます。 

続きまして、この変更区域に関する審議のポイントについてご説明いたします。 

まず、ポイント１に関しては、国土利用計画では、「原野の利用転換を行う場合には、環境の保

全に配慮しつつ、周辺の土地利用との調整を図る」ものとされておりまして、周辺の森林と一体と

なった整備が進められることから、整合性が図られているものと考えます。 

ポイント２に関しましては、この案件は、「農業地域のその他」の中に「森林地域のその他」を

設定しようとするものでございますが、先ほどの整理番号２及び６と同様、支障はないものと考え

ております。 

ポイント３に関しては、変更前は五地域が重複しておりませんので、該当しておりません。 

最後にポイント４ですが、変更区域の周辺は森林地域でございまして、一体となって利用が図ら

れるものでありますので、他地域への悪影響はないものと考えているところでございます。 

以上が「洞爺湖森林地域の拡大」についてでございます。 

 

続きまして、整理番号４、５、７についてご説明させていただきます。この３件は、森林環境保

全整備事業による森林整備によりまして森林地域を拡大する案件です。 

なお、森林環境保全整備事業といいますのは、国の補助事業で、道も上乗せ補助をしていますが、

植栽や間伐等の森林施業や、森林作業道等の路網整備などを行うものでございまして、事業主体は

地方公共団体や森林組合、森林所有者などとなっております。 

２４ページをご覧ください。まず、整理番号４「稚内森林地域の拡大」についてですが、本案件

は、現況が原野の区域について、森林環境保全整備事業により植林を実施することが明らかであり

ますことから、森林としての利用・保全を図るため、森林地域に指定するものです。本事業の実施

主体は、稚内市森林組合です。新たに森林地域に指定する面積は、３８ヘクタールです。変更地域

に係る五地域の指定状況等につきましては、現在は農業地域のみですが、変更後は農業地域と森林

地域の重複地域になります。 

２５ページをご覧願います。変更区域は、稚内市川西地区で、稚内市役所から南東へ約１８ｋｍ

の位置にございます。２６ページが土地利用基本計画図、２７ページがその拡大図でございまして、

赤枠で囲んだ３か所が森林地域に拡大する区域で、①と②がそれぞれ１４ヘクタール、③が１０ヘ

クタール、合わせて３８ヘクタールとなっております。橙色のポツポツで色塗りされた「農業地域

のその他」の中に位置し、「森林地域の民有林」に隣接しております。 

    ２８ページをご覧ください。航空写真でございます。ご覧のように左側に見えます森林に隣接し

ているところでございます。続きまして２９、３０ページをご覧願います。昨年１１月の写真でご

ざいます。原野であることがお分かりいただけるかと存じます。 

 

続きまして３１ページをご覧願います。整理番号５「中頓別森林地域の拡大」についてでござい

ます。本案件は、一部が現況森林であること、それから原野の部分については、森林環境保全整備

事業により植林を実施することが明らかであることから、森林としての利用・保全を図るため、森

林地域に指定するものです。本事業の事業主体は、中頓別町でございます。森林地域に指定する面

積は、２０ヘクタールです。変更地域に係る五地域の指定状況は、変更後は農業地域と森林地域と

の重複地域となります。３２ページをご覧ください。変更区域は、中頓別町役場から南東へ約８ｋ

ｍの位置にあります。３３ページが土地利用基本計画図でございまして、３４ページが拡大図です。
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赤枠で囲んだところが拡大する区域で、橙色のポツポツで色塗りされた「農業地域のその他」の中

に位置しておりまして、緑色の格子の「森林地域の国有林」に接している地域でございます。３５

ページは航空写真で、３６ページは、昨年１１月の現地の写真でございます。 

  

続きまして、整理番号７「枝幸（歌登）森林地域の拡大」について説明いたします。４３ページ

をご覧ください。本案件は、現況が原野の区域につきまして、森林環境保全整備事業により植林を

実施することが明らかであることから、森林としての利用・保全を図るため、森林地域に指定する

ものです。事業主体は、南宗谷森林組合です。指定する面積は６ヘクタールです。五地域の指定状

況は、現在は農業地域のみですが、変更後は農業地域と森林地域との重複地域になります。４４ペ

ージでございますが、変更区域は、枝幸町役場から南西に約３０ｋｍ、その中間に歌登総合支所が

ございますが、そこから南西に約１５ｋｍの位置にあります。４５ページが土地利用基本計画図、

４６ページが拡大図でございます。「農業地域のその他」の中に「森林地域」に拡大しようとする

ものでございます。次の４７ページをご覧ください。航空写真でございます。４８ページは、昨年

１１月に撮影した現地の写真で、原野であることがご覧いただけると思います。 

続きまして、整理番号４、５、７に関する審議のポイントについてご説明いたします。 

まず、ポイント１に関しては、国土利用計画におきましては、「原野の利用転換を行う場合には、

環境の保全に配慮しつつ、周辺の土地利用との調整を図る」ものとされており、周辺の森林と一体

となった整備が進められますことから、整合性が図られているものと考えます。 

ポイント２に関しては、整理番号１、２、６と同様、支障はないものと考えます。 

ポイント３に関しましては、変更前は五地域が重複しておりませんので、該当しておりません。 

それからポイント４でございますが、変更地域は、森林地域と接しており、一体となって利用が

図られるものであり、他地域への悪影響はないものと考えます。 

以上が整理番号４、５、７についてでございます。 

 

続きまして、これからは、森林地域の縮小案件につきましてご説明させていただきます。以下の 

案件は、森林法に基づく開発行為が行われ、その完了確認を終えた区域について、森林地域から除

外しようとするものです。 

４９ページをご覧ください。整理番号８「美唄森林地域の縮小」についてでございます。本案件

は、森林法に基づき開発行為の許可を受け、産業廃棄物処理施設を設置したことにより森林でなく

なったことから、森林としての利用・保全を図る必要がないため、森林地域を縮小するものです。 

当処理施設は、地下水などを汚染する恐れのない廃プラスチックや金属くず、がれき類などを埋

め立てる安定型最終処分場や、燃え殻、汚泥、紙くず、動植物性残さなど廃棄物の中を通ってしみ

出す雨水が地下水などに影響を与えないよう遮水シートなどで措置した管理型最終処分場、破砕施

設などが設置されております。今回森林地域を縮小する部分は、廃棄物の受入れ、埋め立てが終わ

り、林地開発の完了確認を受けた区域になります。森林地域を縮小する面積は、１１ヘクタールで

す。変更地域に係る五地域の指定状況等につきましては、現在、都市地域、農業地域、森林地域の

３地域が指定されておりますが、変更後は、都市地域、農業地域、そして五地域のいずれにも属さ

ない白地地域が生じることになります。５０ページをご覧ください。変更区域は、美唄市役所から

北東へ約６ｋｍの位置、美唄市のサンクワ美唄地区・茶志内地区というところでございます。５１

ページが土地利用基本計画図、５２ページがその拡大図でございます。黒枠で囲んだところが、森

林地域を縮小する区域で、１１ヘクタールあります。中央部分に赤色の縦線がありますが、線の左

側の毛羽がある方向が「都市地域」で、橙色のポツポツで色塗りされた区域が「農業地域」ですの

で、赤色の縦線の左側部分は、３つの地域が重複した区域になります。また、図の真ん中付近に、

一部農業地域と森林地域が重複する区域があり、その右側は「森林地域」のみの区域です。都市、

農業、森林の３地域が重複する区域が５ヘクタール、農業と森林の２地域が重複する区域が１ヘク

タール、森林のみの区域が５ヘクタールとなっております。本案件は、この区域を「森林地域」か

ら除外しようとするものでございます。変更後は、都市地域と農業地域との重複区域が５ヘクター

ル、農業地域のみの区域が１ヘクタール、そして、赤色縦線の右側の森林地域のみの区域５ヘクタ

ールが白地地域になります。５３ページをご覧ください。（航空写真で位置を表示）ここが今般の

案件となっている、廃棄物の埋め立てが終了して林地開発が完了した区域でございます。（左下）

こちらは美唄市の一般廃棄物処理施設です。それから、この部分（右下）は、まだ埋め立て中でご
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ざいまして、今後、埋め立てが終われば、同じように森林地域の縮小案件となる可能性があります。

５４ページ、５５ページをご覧願います。５４ページの①の右奥側、それから、５５ページの②、

③の柵の中に見えるところが、今般、廃棄物の埋め立てが終了し、緑化を行った箇所です。 

続きまして、審議のポイントについてご説明させていただきます。まず、ポイント１に関しては、 

国土利用計画や土地利用基本計画におきましては、「森林の利用転換を行う場合には、災害の発生、

環境の悪化等公益的機能の低下を防止することを十分考慮して、周辺の土地利用との調整を図る」

とされておりますが、産業廃棄物処理施設の建設にあたっては、廃棄物処理法に基づき、地下水へ

の汚水の浸出を防止するための遮水工や汚水を集める集水管、雨水等の排出設備などを設置すると

ともに、林地開発に際しましても、残置森林の維持管理や沈砂池の設置など、災害の発生や環境の

悪化防止に十分な配慮がなされていることから、支障がないものと考えているところでございます。 

ポイント２に関しては、本案件では、森林地域の縮小により、五地域のいずれにも属さない区域、

すなわち白地地域が生じることになります。白地地域につきましては、開発規制等の対象とされて

いない地域ということで、従来は極力その解消を図るべきとされていましたが、平成１２年に都市

計画法が改正されまして、現在は、全ての地域が都市計画法の開発規制の対象となり得ることから、

支障はないと考えます。 

なお、都市地域と農業地域を外さない理由ですが、都市地域（都市計画区域）は、土地利用の状

況や見通し、地形等の自然条件、日常生活圏の範囲、交通施設の状況、社会的・経済的な区域の一

体性などの要因を総合的に判断して、整備したり、開発を要する区域とともに、都市活動をする上

で保全する必要がある土地も含めて一体の都市として大きい範囲で指定していますので、個々の事

案によりまして、除外して、穴あきの状態するようなことは原則しておりません。 

また、農業地域（農業振興地域）についても、農用地として利用すべき土地と、自然的条件など

を考慮した広いエリアも含めまして、一体として農業の振興を図ることが相当であると認められる

地域を、大きい範囲で指定しておりますので、都市地域（都市計画区域）と同様に、個々の事案に

よって、除外して、穴あきの状態にするようなことは、原則していないということでございます。 

なお、農業振興地域は、国有林や防衛施設などの大規模な施設の場合は除外することもあります

が、産業廃棄物処理施設で除外するケースはほとんど無いということです。 

ポイント３に関しては、これは、変更前に五地域が重複している場合において、土地利用基本計

画の土地利用優先順位を勘案した変更となっているかというものですが、本案件は、森林地域を縮

小するものですので、特に問題は無いものと考えております。 

最後にポイント４に関しては、森林地域の縮小により他地域への悪影響はないものと考えている

ところでございます。 

以上が、「美唄森林地域の縮小」についてでございます。 

 

    続きまして、整理番号９「ニセコ森林地域の縮小」について、ご説明いたします。５６ページを

ご覧ください。本案件は、先ほどの美唄の案件と同様、森林法に基づき開発行為の許可を受け、産

業廃棄物処理施設を設置したことにより森林でなくなったことから、森林としての利用・保全を図

る必要がないため、森林地域を縮小するものでございます。当処理施設には、安定型最終処分場、

破砕施設が設置されております。森林地域を縮小する面積は８ヘクタールです。変更地域に係る五

地域の指定状況等につきましては、現在、森林地域と農業地域との重複地域になっておりますが、

変更後は、農業地域のみになります。５７ページをご覧願います。ニセコ町役場から西へ約５ｋｍ

離れた位置にございます。５８ページが土地利用基本計画図、５９ページが拡大図でございます。

黒枠で囲んだところが、今般、森林地域を縮小する区域です。橙色のポツポツで色塗りされた「農

業地域のその他」と重複しておりますが、この区域を「森林地域」から除外しようとするものでご

ざいます。６０ページは航空写真です。６１ページ、６２ページですが昨年１１月の現地の写真で

す。①の中央にあるのが缶の選別場、煙突部分が焼却炉、②の中央と、③の右側、看板の奥側が廃

棄物の埋立て完了後、植栽及び緑化を行った箇所です。 

続きまして、この案件に関する審議のポイントについてご説明いたします。ポイント１に関して

は、先ほどの美唄の案件と同様、廃棄物処理法や森林法など関係法令に基づき適切に措置されてお

りまして、「森林の利用転換を行う場合には、災害の発生、環境の悪化等公益的機能の低下を防止

することを十分考慮して、周辺の土地利用との調整を図る」とする土地利用基本計画等との整合性

は図られていると考えます。 
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ポイント２に関しては、農業地域が残ります。 

ポイント３に関しては、問題ありません。 

最後にポイント４に関しましても、森林地域の縮小による他地域への悪影響はないものと考えて

おります。 

以上が「ニセコ森林地域の縮小」についてでございます。 

 

    続きまして、整理番号１０「安平森林地域の縮小」についてでございます。６３ページをご覧く

ださい。本案件は、森林法に基づき開発行為の許可を受け、農地造成が行われたことにより、今後

森林として利用・活用を図る必要がないことから、森林地域を縮小するものです。縮小する面積は

１０ヘクタールです。変更地域に係る五地域の指定状況等につきましては、現在、「森林地域」と

「農業地域の農用地区域」が指定されておりますが、変更後は、「農業地域の農用地区域」のみに

なります。６４ページをご覧いただきたいと思います。安平町役場から北へ約１４ｋｍ離れた場所

にございます。６５ページが基本計画図、６６ページがその拡大図でございます。橙色の斜線で色

塗りされた「農業地域の農用地区域」と重複しております。次の６７ページをご覧ください。航空

写真でございます。左側の農地に隣接しているのがお分かりになると思います。６８ページは、昨

年１１月の現地の写真です。収穫を終えた畑です。 

続きまして、審議のポイントについてご説明いたします。 

まず、ポイント１に関しては、国土利用計画等では、「森林の利用転換を行う場合は、周辺の土

地利用との調整を図る」ものとされておりますが、周辺の農地と一体となった整備が進められてお

り、整合性が図られているものと考えます。 

ポイント２に関しては、引き続き、農業地域が残ります。 

ポイント３に関しては、「重複地域における土地利用の調整指導方針」では、「森林地域のその

他」と「農業地域の農用地区域」が重複する地域においては、「原則として農用地としての利用を

優先するもの」とされていることから、土地利用基本計画の土地利用の優先順位を勘案した変更と

なっているものと考えます。 

最後にポイント４でございますが、「農業地域の農用地区域」内にある森林地域を、農地造成に

より縮小する案件ですので、他の地域への悪影響はないものと考えます。以上が「安平森林地域の

縮小」の案件でございます。 

 

    続きまして、整理番号１１「七飯森林地域の縮小」について、ご説明いたします。６９ページを

ご覧ください。本案件は、森林法に基づき開発行為の許可を受け、農地造成が行われたことにより、

今後森林として利用・活用を図る必要がないことから、森林地域を縮小するものです。面積は、３

０ヘクタールです。五地域の指定状況は、現在は、森林地域と農業地域との重複地域になっており

ますが、変更後は農業地域のみとなります。７０ページをご覧ください。位置図でございますが、

七飯町役場から北東へ約１２ｋｍの位置にあります。７１ページが基本計画図、７２ページが拡大

図でございます。７３ページをご覧ください。航空写真です。７４、７５ページは、昨年１１月に

撮影した現地の写真です。草地として利用していることがご確認いただけると思います。 

続きまして、この変更区域に関する審議のポイントですが、これにつきましては、先ほどの整理

番号１０「安平森林地域の縮小」と同様、農業地域と森林地域の重複地域において、農地造成に伴

い、森林地域を縮小する案件ですので、支障がないものと考えます。 

以上が「七飯森林地域の縮小」についてでございます。 

 

続きまして、最後の案件になりますが、整理番号１２「森町森林地域の縮小」について、ご説明

させていただきます。７６ページをご覧ください。本案件は、農場の整備を目的に、森林法に基づ

く開発行為が行われ、森林でなくなったことから、今後、森林として利用・活用を図る必要がない

ため、森林地域を縮小するものです。面積は、１０ヘクタールです。変更地域に係る五地域の指定

状況等につきましては、現在、「森林地域」と「自然公園地域の普通地域」との重複地域となって

おりますが、変更後は、「自然公園地域の普通地域」のみになります。自然公園は、大沼国定公園

です。７７ページをご覧ください。変更区域は、森町役場から南東へ約１１ｋｍ離れたところにご

ざいまして、大沼に近接しています。７８ページが土地利用基本計画図、７９ページが拡大図でご

ざいます。黒枠で囲んだところが、森林地域を縮小する区域です。図の左上から青色の太線があり
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ますが、自然公園地域＝大沼国定公園の中にあり、この区域を「森林地域」から除外しようとする

ものでございます。８０ページをご覧ください。航空写真でございます。８１、８２ページをご覧

ください。これらは現地の写真でございます。続きまして、この案件に関する審議のポイントです

が、本案件は、自然公園地域と重複する森林地域を、林地開発により縮小するものですが、これま

でもご説明してきましたとおり、国土利用計画、土地利用基本計画では、「森林の利用転換を行う

場合には、災害の発生、環境の悪化等公益的機能の低下を防止することを十分考慮して、周辺の土

地利用との調整を図る」とされており、本案件は、農場として利用することが予定されておりまし

て、災害の発生や環境の悪化はないものと考えられます。 

また、変更区域は、「自然公園地域の普通地域」にありますが、当該農場としての利用が、自然

公園としての風景地の保護に支障を来すことにはならないと考えます。このことから、本案件につ

きましては、支障のないものと考えているところでございます。 

以上が「森町森林地域の縮小」についてでございます。 

 

長くなりましたけれども、以上で全ての案件の説明を終わらせていただきます。ご審議のほど、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

□  中村会長 

    はい、一時間余りにわたりご苦労様でした。 

それでは、非常にボリュームが多くてなかなか把握しづらかったこともあるかと思います。それ

も含めて聞いていただければなと思います。どうしましょうか。いくつかに区分けしてお話しいた

だいてはいたんですけれども、まず、前半の森林を拡大する案件、１番から７番までの間でお聞き

したいと思います。ご質問、ご意見、どちらでも結構です。よろしくお願いします。 

     

□  永野委員 

    ちょっと基本的なことになるかもしれませんが、林業に携わっている者としてお伺いします。１

番から７番までは森林地域が増大し、それと農業地域の重複ということなんですけれど、例えば整

理番号１の場合、変更前は森林地域がゼロで農業地域が８１ヘクタール、変更後は森林地域８１ヘ

クタールと農業地域８１ヘクタールがダブりますよという話なんですが、農地法の農地というもの

と土地利用基本計画の農業地域は性格が違うと思うんですけど、農業地域というものが指定された

時の８１ヘクタール、これはおそらく、当初、地目が農地ということで指定されていると思うんで

すよ。ところが、変更後は森林地域というかたちで８１ヘクタールになり、森林地域と農業地域が

ダブりますということになっていますが、変更後の当該地目というのは何になるんでしょうか。農

業地域が設定された時の地目は農地だと思いますが、それが変更後は雑種地ないしは森林というふ

うに地目上はなるんでしょうか。というのはですね、実際、いろいろなところで道内の山林所有者

の方のお話を聴いていたら、耕作放棄地というのは結構あるんですよ。そこに木を植えられるのな

ら植えたいという希望があるんですよね。だけど農地である以上、既得権みたいなかたちで地元の

農業委員さんがなかなか転用というものを認めてくれないと。農地法は、確か転用を４条で決めて

いると思いますけれども、あれは結構手かせ足かせが厳しいんですよ。だから、農地法の転用とい

うものと、この土地利用計画法上の地域変更との絡みはどうなんでしょうか。 

 

□  事務局（平賀主幹） 

    この案件の地域は、現況につきましては農地では無く原野というふうに聞いておりまして、更に

農業振興地域の区分につきましても、いわゆる優先的に農地として整備する農用地区域ではなく農

用地区域以外の農業振興地域と聞いております。この農用地区域以外の農業振興地域、農業地域と

いっているんですけども、これにつきましては先ほどの審議会資料にありますとおり重複する前の

優先順位、利用の方向性の優先順位が指定されております。 

 

□  永野委員 

    本当に単純な質問、疑問なんですけれども、農地というのは大きく分けて５つの区分があると思

うんです。農用地区域内農地と甲種農地、一種農地から三種農地と全部で五種類あるんですけれど、

そこが、当初設定されたときは、農業地域である以上、当然、そのうちのどれかであったと思うん
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ですよ。農地というのは定義があって、肥培管理するのが農地ですよというのが農地法で決められ

ていますけれども、その中で、実際に当初は農地であったのが使えなくなり、原野になって、現況

原野になって、苗を植えて最終的には森林というかたちにしようということだと思うんですけれど、

結局、最終的に森林転換しようと思いましたら、地目変更が当然発生してきますよね。農業委員会

の方で現況確認して。その辺はどうなんですか。 

 

□  事務局（佃課長） 

    農業地域の関係、どなたかわかる人がいたらお願いします。 

 

□  農地調整課（行天主査） 

    北海道農政部農地調整課の行天と申します。お世話になっております。ただ今の件につきまして、

まず、農業地域というもののとらえ方なんですけれども、現況の地目に関わらず、先ほど土地水対

策課の方からご説明がありましたように、一体的に農業振興を図る地域ということで地域指定をし

ておりまして、こういうような観点からですね、現況が農地あるいは農地でない場合も含むという

ことをご理解いただきたいと思います。 

よろしいでしょうか。 

 

□  永野委員 

    地目の変更はないということですね。農業振興地域の網を掛けるときは、地目は特に関係無いと

いうことでよろしいのですね。 

 

□  農地調整課（行天主査） 

    はい。そうです。 

 

□  中村会長 

    今回の事例について、たぶん転用の部分についてということだと思うんですけれども、その部分

は転用の手続はいらないかたちでできるんだ、と。ちょっと、わかりづらいところがありますけど。 

    はい、それ以外にいかがでしょうか。 

 

□  工藤委員 

    特別、問題があるというわけではないのですが、整理番号１で壮瞥町側が今回入らないというこ

とですけれども、壮瞥町側も同じ所有者で、後日案件として出てくるとか、そういう何か絡みはご

ざいますか。別に異論があるわけではありませんが。 

 

□  事務局（平賀主幹） 

    今回、この洞爺湖地域の変更ということで、壮瞥町の部分については、所有者が個人と民間の会

社等と、いろいろ分かれているということがございまして、一部は今回の案件と同じ方が所有して

いる地域がありますので、その分につきましては今後植林を実施し森林地域になる可能性はあると

いうことです。 

 

□  中村会長 

    ひとまず今回は、そこは含まないというかたちですね。 

    他にいかがでしょうか。 

    ひとつ、私から。例えば稚内森林地域の拡大、整理番号でいうと４番ですが、稚内地域ってもの

すごく森林地域にするのが難しそうなところではあるんです。いったん壊してしまうと、宗谷丘陵

の近辺と言いますか、なかなか森林に戻らないケースが、笹山になってしまっているケースがたく

さんあるんですけど、質問は、例えば後で出てくるような産廃の議論だと、もう既に産廃処理をし

た状態で指定の変更をかけていますよね。今回は、森林になっている状態ではないのに、そうなる

担保も実は難しい場所だと、できるかどうかもわからないでかけていますよね。この辺の違いって

何なんですか。どういう時点でこの変更をかけるんですかね。例えば産廃の方だったら、このやり

方だと今は現状農業地域であったり森林地域であったりしていて、ここは産廃の施設を作りますと
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いうので変更をかけるという気がするんですよ。でも産廃の方は既に埋め立てた後の話になってい

て、こっちはまだ森林ができていない状況。今言ったように稚内地方に森林を作るって言うのは結

構難しそうなんですけど、その辺ってどういうかたちで整合性を取られていますか。 

 

□  事務局（平賀主幹） 

    拡大については、先ほども少し説明させていただいたのですが、拡大の考え方には二通り規定さ

れておりまして、森林法では、森林を「木竹が集団して生育している土地」と「木竹の集団的な生

育に供される土地」ということで定義していまして、今、後段で言いました「生育に供される土地」

というのが、今後森林として整備されることが確実な土地ということで森林地域に拡大していくと

いうことでございます。 

 

□  事務局（佃課長）   

    補足させていただきたいと思います。今、会長が言われたように稚内は大火があって森林が焼け

てその造成が大変なところというのは私も認識しております。 

ここは、森林環境保全事業ということで国の補助を受けて植林をするということになっておりま

すので、当然その可能性調査を含めてきちんとした計画をなされている地域だと、それが担保にな

って初めて森林地域を変更されるということで私どもは認識しているところです。 

 

□  中村会長 

    たぶん、森林だと、森林になるまで待っていると時間がかかりすぎるので。だからこの土地利用

区分で、いつのタイミングでこの変更をかけているのかが。まあ、後の方でもちょっと気になるの

で、後の話の方で議論させていただきたい。ひとまず今の状況はわかりました。そういった事業を

されているし、ある程度確実だろうということで変更をかけるということですね。 

他に何かございますか。よろしいですか。それでは後でまた何かあれば全体を通じてお話しいた

だきます。 

それでは７番以降、８番から１２番までの案件について、今度は森林の指定を外すという案件で

すが、いかがでしょうか。 

 

□  迫田委員 

    とりあえず質問を２点ほど。聞き逃したのかも知れませんが、まず８番で、変更後に白地地域と

いうものが新たに追加になっているんですけども、これがどういう趣旨かということと、この白地

地域５ヘクタールがどこかというのをご説明いただきたいのと、あと、１１番と１２番の比較なん

ですが、１１番では「開発行為後に農地造成を実施」とあり、１２番は「農場整備を実施」とある

んですが、ここにおける用語として「農地造成」と「農場整備」というのは日常用語としての言葉

なのか、法律用語としての言葉なのか、あとこの用語を使い分けている趣旨というところを説明い

ただきたい。 

 

□  事務局（平賀主幹） 

    まず、整理番号８番の美唄の案件でございますけども、（土地利用基本計画図を表示）白地地域

の５ヘクタールというのはこの部分でございまして、ここが変更前は森林地域のみの地域で、今般

この森林地域を縮小するということで、五地域のいずれにも属さない白地ということになります。 

 

□  迫田委員 

    都市地域の５ヘクタールというのはどこなんですか。 

 

□  事務局（平賀主幹） 

    都市地域はこの赤線の左側になります。このオレンジ色の部分のこちら側が農業地域でございま

して、（赤線右側の）この黒枠が森林しかございませんので、この部分の５ヘクタールが白地とな

ります。 
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□  迫田委員 

    わかりました。 

     

□  事務局（平賀主幹） 

    それから、１１番と１２番ですが、１１番につきましては農地法で言う農地でございまして、１

２番につきましては、民間の会社が自社農場を整備したいということで森林法の開発行為の許可を

受けて行ったものでございまして、農地法でいう農地とはなっていないので、あえてここでは農地

という言葉を避けまして、所有者が言う農場という言葉で整理させていただきました。 

 

□  中村会長 

    ただ、それでは、我々としてはわからない。農地と農場の違いが、所有者がそう言ったというこ

とだけはわかったんですけど。 

 

□  永野委員 

    農地法上では農地とは二種類ありまして、肥培管理しているのが農地、それ以外の土地は採草放

牧地、その二種類があるんですよ。だから、法律上で、もし統一されるのであれば、農地ないしは

採草放牧地に変えた方が良いかと思います。 

     

□  事務局（平賀主幹） 

    今、永野委員が言われましたとおりでございまして、肥培管理、肥料を入れて管理しているもの

につきましては農地に転用されるということでありまして、それは農地法上の話でございますが。 

 

□  中村会長 

    放牧地も肥料を入れてそういった管理をしているのではないのですか。 

    お聞きしたいのは、ここで書いてある農場というのは所有者側のご意見を書いたという話だった

ので、皆さんのご意見を聴いているとそれをきちんと統一した何かの言葉に代えた方が実態を表す

意味としては良いのではないですか、ということなんですけれど。 

 

□  事務局（佃課長） 

    おっしゃるとおりで、おそらく農地造成というのは国とか道とかの補助事業が入っているような

ものを言っておりまして、１２番の農場整備は、民間企業が温室を作るということを聞いています

が、農業をやるのではなく、企業活動の一つでありますので、ここで農場整備という言葉を使った

ことによって通常の農地造成などと紛らわしい表現になったのかな、もうちょっとわかりやすい表

現の方が宜しかったかなという気がしております。 

 

□  中村会長 

    ハウスを作るという話ですが、８１ページの写真を見ますと、何を作るのかな、と。正直言って

実態が見えないので。さっきの話じゃ無いですけど、こちらの方は実態が見えない形で進んでいる

ので。例えば１１番もそうなんですけど、一体何を作るのかを含めてちょっと具体的に何かあった

方が、この８１ページの写真を見ると原野のような感じがして、これは本当に農地になるのかと不

安すら覚えますよね。 

 

□  事務局（佃課長） 

    特に１２番については、企業さんなものですから、私どもの方でもこれからそういう計画があり

ますよということだけはお聞きしていると、そういう段階だったので、こういう書き方になってし

まったという状況でございます。 

 

□  中村会長 

    そうすると、例の論点の中の「他の土地利用に対しどう影響するか」、ここは、ランクは低いで

しょうけど保護区域で、自然公園ですよね。それに対して何か我々にコメントを求めるならば、こ
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こで何が起こるのかちょっと把握していただけないと、今のところ僕にはわからないという感じで

すね。 

 

 

□  岡村委員 

    農場整備というのは初めて聞いたんですけれども、要するに、これは農地として畑を利用すると

いうことではなくて、ハウスを建てて農業をやるということですか。 

 

□  事務局（佃課長） 

    ちょっとそこまではっきりしていないのですが、業としてやるという話では聞いていません。 

 

□  岡村委員 

    わかりました。ただ、農地として利用するのであれば、それは手続きがなされるということです

ね。 

 

□  事務局（佃課長） 

    はい。それは当然きちんとした手続きがされるところです。ここは、民間企業の一つの事業とし

て農場整備と記載したんですが、本来はもうちょっときちんと把握すべきだったと、会長がおっし

ゃるとおりだなと思っているところでございます。 

 

□  中村会長 

    迫田委員の質問を途中で取ってしまったのですが、迫田委員、今のやりとりはいかがですか。 

 

□  迫田委員 

    今ので趣旨としてはわかりました。 

 

□  中村会長 

    他にいかがでしょうか。 

    では、私から。先ほどもちらっと言った廃棄物処理場のところが、埋めて、遮水シートを敷いて、

植林するとおっしゃいましたよね。それがまた白地になったり。森林に戻しているのに、なぜそれ

は指定が変わらなかったりするのですか。 

 

□  事務局（平賀主幹） 

    特に、美唄につきましては、植林というより緑化と言うんでしょうか、これは林地開発の際の跡

地処理につきましては、緑化ということで申請がされておりますので、森林というよりは緑化程度

ということでございます。 

 

□  事務局（佃課長） 

    後で、水産林務部さんで補足があればしていただきたいのですが、私の認識では林地開発行為を

許可するにあたって、本来、産廃施設ですから、埋めた後にですね、例えば緑化、草を植えたりと

か、場合によっては樹木を増やすんですが、要するに森林としてではないんですね。要するに緑化

とか美化、そういうことを確認した上で林地開発行為を許可するというかたちになっているもので

すから、今回はその事業が完了したということで森林地域の縮小をするというふうに聞いておりま

す。もし、水産林務部さんで補足があればしていただきたいのですが。 

 

□  森林計画課（木幡主幹） 

    水産林務部の木幡と申します。個別案件の中身までは承知していないので、どこまで正確なお話

しができるかわかりませんけれども、基本的には事務局さんが言われたとおり、林地開発は緑化と

いうかたちで最終確認をしていると思います。緑化には先ほどお話しがあったとおり、芝を植えて

終わるパターンもございますし、場合によっては、木を数本植えるという方法も中にはあるのかな

と思っています。それは、形状的に森林とは呼べないという状況だと思います。これが、完全に森
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林状態に戻すということであれば、それは「一次転用」というかたちであり、森林からは落とさな

いで、「開発中」ということで押さえているというようなレベルで森林の方は扱いますので、転用

されているということは、もう森林の形状は、今後、作らないということで考えております。 

 

□  中村会長 

    ということは、それはいわゆる森林というかたちではない可能性があるということで。緑にする

というのも、いろんな緑の仕方があるということで、今のところこういう区分になるんでしょうけ

ど、とりあえず僕も気になったのは、白地というのが今回、あまり本当はそういうのは作るなと言

われているのに作った。他に何かその入れられるカテゴリは無いものなんでしょうか。白地って一

体何なんだろうなと。 

 

□  事務局（平賀主幹） 

    土地利用基本計画は、それぞれ五地域を所管している法律、都市計画法でございますとか、農振

法でございますとか、森林法で、それぞれ地域指定しておりますので、それらがイコール土地利用

基本計画の地域です。したがいまして、当然かぶっている部分もありますし、五地域のどれにも存

在しないということが制度上考えられるところでございまして、今回の美唄の案件につきましては、

森林地域がかぶっていたんですけども、産業廃棄物処理施設ということで、今後、森林としての保

全利用する必要が無いということで縮小した、その結果、どこにも属しない白地地域が生じてしま

ったというような状況です。 

 

□  中村会長 

     産業廃棄物施設というのはどこの土地にも所属しない土地の利用の仕方なんですか。 

 

□  事務局（平賀主幹） 

    いいえ、結果としてそうなったということです。 

    北海道では、産廃処理施設については、全く五地域に属さない白地になっているところもあると

聞いております。 

 

□  中村会長    

    白地でないものもあるということですか。白地でないところは何地域なのですか。 

 

□  事務局（平賀主幹） 

    例えば今回の場合も、農業地域と都市地域がかぶっている区域がございますので。 

 

□  中村会長 

    なるほど。 

    他にいかがでしょうか。 

 

□  工藤委員 

    私は鑑定士なものですから、鉱物を採った後とか、こういう産廃の後の植林というのを現実に見

ておりますが、先生方が考えているような素晴らしい林になるということはあり得ません。企業と

しては、一番簡単なのは柳の枝を切ってポツポツと挿しておくというものですね。柳が一番早く成

長して根が張りますので。それも法律上は否定できないんです、現行法で。ですからやむを得ずそ

うやる。私もそれを反対するつもりもありませんし、法がそうなっているんですから、私どもがど

うできることでもないんですが、白地地域とかは、本当に何の制限も掛からない地域になっていき

ますので、そういうことが出た場合は、もうちょっと細かく説明をしていただければありがたいな

と。私もこの白地地域と見たときに、うーんと思ったわけなんですが、まあ、仕方がないことなん

ですけれど、それを林としたところで、素晴らしい林になるということは９９％ないとは思うので

すが、白地になった時はもうちょっと説明してください。特に異論はございません。以上です。 
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□  中村会長 

    はい。ありがとうございました。 

    他、いかがでしょうか。 

    よろしいですか。全体を通してどうでしょうか。先ほどの農地として利用する件については、皆

さんはどうお考えですか。今回、この答申としてこれを認めるということになれば、今のこの現状

で判断したということになるんですけども、それについてはいかがですか。なるべく、メールでと

か、いろいろやりとりはしたくないのですが。ひとまず今の情報では農場として活用するというの

は、私の方でもちょっと気になったんですけど。原野みたいに見えたものですから。とりあえず、

温室ですか、そういったものを作るということで、それほど外に対して影響を与えるような土地の

農場の作り方では無いと、そう考えて宜しいですね。 

 

□  事務局（佃課長） 

    今段階では、確固とした資料が私どもの手元にありませんので、今後フォローアップしてですね、

今後の状況については、この審議会に情報として提供させていただきたいと思います。それでよろ

しいでしょうか。 

 

□  中村会長 

    はい。私の方はそれで結構なんですけれど、皆さんそれで宜しいでしょうか。 

 

   （異議なし） 

 

    全体を通していかがでしょうか。 

 

（なし） 

 

□  中村会長 

    それでは、ご異議がないようですので、皆さんのご賛同をいただいたということで「北海道土地

利用基本計画の変更」につきましては「適当である旨」の答申をしたいと思います。 

なお、答申の文面と知事への提出につきましては、私に一任いただくということでよろしいでし

ょうか。 

   

（異議なし） 

 

□  中村会長 

    はい。ありがとうございます。それでは、今の答申の内容については決定いたします。 

    その他、事務局から何かありますでしょうか。 

 

□  事務局（佃課長） 

    それでは、その他として私どもの方からご報告させていただきたいことがあります。現行の国土

利用計画（北海道計画）について、今段階の情報について、平賀主幹の方からご説明させていただ

きます。 

 

□  事務局（平賀主幹） 

    それでは、国土利用計画（北海道計画）についてご説明させていただきます。以下、北海道計画

と略させていただきます。昨年８月に第５次国土利用計画（全国計画）が閣議決定されまして、そ

の概要につきましては、前回の本審議会においてご説明させていただいたところでございますが、

国土利用計画法では、都道府県は、全国計画を基本として、その区域における国土利用計画を策定

することができるとされておりますことから、道におきましては、これまで全国計画の策定・変更

に合わせ、その都度、北海道計画を策定・変更し、現在、第４次の計画を進めているところでござ

います。第４次北海道計画につきましては、お手元の国土利用計画審議会資料のとおりでございま

す。今般、全国計画が変更されたのを受けまして、道といたしまして、北海道計画を変更すること
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としたところでございます。北海道計画の変更に際しましては、国土利用計画法では、本審議会の

意見を聴くこととされておりますことから、本日は、変更に当たっての基本的な考え方やスケジュ

ール等につきましてご説明させていただきたいと思います。 

 

まず始めに、北海道計画の位置づけをご理解いただくため、北海道計画を含む国土の利用に関す

る計画等の相互関係につきましてご説明いたします。資料２－１でございます。本資料には括弧書

きで法律等の条項を記載していますが、それにつきましては資料２－２に関係条文を掲載していま

すので、併せてご参照願います。まず、資料２－１の右側、黒色の破線で囲んだところですが、こ

こでは国土利用計画の全国計画、都道府県計画及び市町村計画、それから土地利用基本計画の関係

を示しております。資料２－２、１ページの緑色の部分をご覧いただくと、国土利用計画法、以下

「法」と略させていただきますが、法第７条第２項で、都道府県計画は、全国計画を基本とするも

のとなっておりまして、また法第８条第２項で、市町村計画は、都道府県計画を基本とするものと

なっております。 

また、土地利用基本計画につきましては、法第９条第９項で、国土利用計画の全国計画と都道府

県計画を基本とするものとなっております。このため、北海道土地利用基本計画につきましては、

これは計画書になりますが、北海道計画の変更後、見直すことになります。 

    なお、法第９条第１０項に規定されているとおり、土地利用基本計画を策定・変更する場合には、

本審議会のご意見を聴くこととなりますので、その際には、委員の皆様にはよろしくお願いいたし

ます。 

次に、資料２－１の赤色の破線で囲んだところですが、資料の真ん中に「新しい総合計画」とあ

ります。道では、北海道行政基本条例に基づき、道の政策の基本的な方向を総合的に示す総合計画

を策定しておりまして、現在、本年３月を目途に新しい総合計画を策定中でございます。資料２－

２、２ページのオレンジ色の部分をご覧いただくと、北海道行政基本条例第７条第４項で、特定の

分野における政策の基本的な方向等を明らかにする計画、これを「特定分野別計画」といっており

ますが、特定分野別計画は、総合計画が示す政策の基本的な方向に沿って策定しなければならない

とされているところであります。国土利用計画の北海道計画は、この特定分野別計画に位置づけら

れております。このため、北海道計画は、国土利用計画の全国計画を基本に、道の総合計画が示す

政策の基本的な方向に沿って策定するということになります。 

最後に、資料２－１の左上、青色の破線で囲んだところですが、国土形成計画（全国計画）とあ

ります。この計画は、国土形成計画法に基づき策定されるもので、国土の利用、整備及び保全を推

進するための総合的かつ基本的な計画で、総合的な国土の形成に関する施策の指針となるべきもの

として定められております。資料２－２の１ページ、２ページに青字で記載しているように、国土

利用計画法第１条で、国土利用計画法は「国土形成計画法による措置と相まって」と、また、国土

形成計画法第１条で、国土形成計画法は「国土利用計画法による措置と相まって」と規定され、さ

らに、国土形成計画法第６条第７項で、国土形成計画の全国計画は、国土利用計画の全国計画と一

体のものとして定めなければならないとされております。 

  なお、現行の国土形成計画の全国計画と国土利用計画の全国計画は、国の国土審議会で並行して

審議され、昨年の８月１４日にともに変更の閣議決定がされております。 

また、法第６条で、国の各種計画は、国土の利用に関しては、国土利用計画の全国計画を基本と

するものとされており、国土形成計画の全国計画も当然これに含まれます。国土利用に関する各種

計画の関係については、大枠このような関係になっております。 

 

続きまして、北海道計画に定める事項等についてご説明させていただきます。国土利用計画に定

める事項につきましては、資料２－２、１ページの下段に記載しておりますが、国土利用計画法施

行令第１条で、全国計画、都道府県、市町村計画ともに、「１．国土の利用に関する基本構想」、

「２．国土の利用目的に応じた区分ごとの規模の目標及びその地域別の概要」、「３．２に掲げる

事項を達成するために必要な措置の概要」について定めることとされております。 

資料２－３をご覧願います。本資料は、現行の第４次北海道計画と第４次全国計画、そして昨年

変更された現行の第５次全国計画の構成を比較したものです。先ほどご説明した法定事項を大項目

とすれば、その下に中項目、小項目、細項目というように構成されております。なお、括弧書きに

なっているところがありますが、全国計画では、特にタイトルを設けず、文章だけを記載している
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箇所がありますので、そのようなところについては、その記載されている内容を括弧書きで表示し

ております。 

第４次北海道計画は、第４次全国計画と比較していただければお分かりのとおり、都道府県計画

は、全国計画を基本とすることとなっておりますので、構成については第４次全国計画とほぼ一致

しております。ただし、北海道にとって該当しない項目、例えば、１（１）エの「地方分権・国会

等の移転」などというものは、北海道計画に記載しておりませんし、また、その反対に、北海道と

して記載する必要がある事項、例えば、「北方領土対策の推進」については、北海道計画に項目立

てをして記載しております。 

次期北海道計画については、現行計画と同様、第５次全国計画を基本に、北海道の実情を踏まえ

た内容にしたいと考えております。なお、次期計画には、第４次と同様、北方領土に関する項目を

加えるほか、平成２４年に「北海道水資源の保全に関する条例」を制定し、水源周辺の適正な土地

利用の確保に努めていることから、水資源の保全に関する事項についても、新たに項目立てをした

いと考えております。 

 

最後に、資料２－４になりますが、北海道計画の変更に向けたスケジュールについてご説明いた

します。北海道計画は、国土利用計画の全国計画を基本に、道の総合計画が示す政策の基本的な方

向に沿って策定することから、本格的な策定作業につきましては、道の新しい総合計画の策定後か

らとなりますが、北海道における国土の利用に関する現状や課題、関連データの把握など対応可能

な作業は、既に進めているところでございます。次期計画の決定までには、素案、原案、案の作成

という順番で進めてまいりますが、素案については、土地・水に関する対策を推進するための道庁

内の組織である「北海道土地・水対策連絡協議会」の幹事会の協議を経た上で、本年８月上旬まで

に作成し、８月下旬頃に開催を予定しております本審議会において、北海道計画の変更について諮

問を行い、素案についてご審議いただきます。その後、パブコメによる住民意見ですとか、国土利

用計画法で定められている市町村長の意向等をお伺いし、北海道土地・水対策連絡協議会の協議を

経まして、１０月までに原案を作成したいと考えております。原案については、１１月頃に開催予

定の本審議会においてご審議いただきます。その後、必要に応じ関係部課、関係機関等との協議・

調整等を行った上で、計画案を作成しまして、来年１月下旬頃に開催予定の本審議会においてご審

議いただきたいと思います。本審議会からの答申を受け、次期北海道計画を決定してまいりたいと

考えております。 

なお、この資料において赤字で記載しているところが、審議会の開催予定時期及びご審議してい

ただく事項でございます。通常の年であれば、主に「北海道土地利用基本計画（計画図）の変更に

ついて」ご審議していただくため、本審議会の開催は２回ですが、来年度につきましては、３回開

催する予定でございます。８月下旬頃と１月下旬頃の開催につきましては、土地利用基本計画図の

変更に関する審議と併せまして、北海道計画の変更に関する審議を行っていただきますが、その間

の１１月頃にも、北海道計画の変更を議題に本審議会を開催したいと考えております。皆様におか

れましては、いろいろとご多用のことと存じますが、本審議会へのご出席及びご審議についてよろ

しくお願いいたします。                                                    

   また、来年度、このように皆様にお集まりいただくのは３回の予定でございますが、それ以外に

も北海道計画の変更につきまして、メールやファックス等により、随時、ご意見等をお伺いするこ

ともありますので、皆様には重ねてよろしくお願い申し上げます。 

以上で、説明を終わらせていただきます。 

 

□  迫田委員 

    このような審議は、経験上無かったものですから、イメージ的に、やはり今日のような審議の他

にこの審議ということになりますと、それなりに時間を確保していただかないと、ということなん

ですけど、だいたいどれくらいの時間を取ろうと考えているのか教えてください。 

 

□  事務局（平賀主幹） 

    今申し上げましたとおり、８月と１月につきましては土地利用基本計画の変更案件があれば、そ

れもご審議いただくことになりますので、案件の本数によって違ってきますが、国土利用計画につ
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きましては、だいたい１時間程度と考えているところでございます。内容にもよりますが、合わせ

て、だいたい通常と同じ２時間程度と考えております。 

 

□  中村会長 

    私もこの審議会に携わるようになってから初めてで、そういう意味で言えばやっと面白いことが

審議できるという。ただ、この審議会の弱さというのは、各個別委員会が非常に強くて、この計画

も道の土地利用基本計画も、たぶんそういう形で上がってくると思います。それをホチキス止めで

終わるのか、もうちょっと俯瞰したかたちでの、この審議会がそもそも持っているそういったもの

の議論ができるのか、ということだと思います。私も実は２月から、国土政策の国の方の委員会に

出るんですけど、ここに書いている中で、人口減少、これは高橋知事が何とかしたいと言っている

けれども何とか出来ない、どこかでは絶対減るという前提になると思うんです。各種、例えば農業

なら農業サイドで例えば放棄地をどう利用するかといった議論はたぶん出来ないと思います。それ

は難しいと思います。でも、ここでは出来ると思います。 

ということで、今の人口が例えば３０年で４０％くらい減ると思うんですけど、そういったもの

を前提として国土のあるべき姿みたいなものを、実はこの国土利用計画の中にも書いてあるんです。

そういった俯瞰した意味で、人口減少していく時に、どんな土地利用がなされるべきなのかという

ことも、各部門では出来ないことを是非とも議論していただけたらな、と。あとは、昨年の１１月

に温暖化の適応策というのを国が閣議決定したんですけど、この前の鬼怒川の災害じゃないですけ

ど、北海道も含めて豪雨なりが降る可能性は高くなってきた時に、今の土地利用のかたちで良いの

かといったものを、この参考資料の右側に「巨大災害」と書いてあるのが国土強靱化の議論も含め

て今、随分なされていることですので、そういった災害に強い、でも自然豊かな北海道をどう実現

するかということを議論できればなあ、と思います。あの、是非ですね、一時間でそれを見るとい

うのは絶対無理なので、事前にいただいて、今、骨子はこんな形で考えていて、全体の文章はこう

であるというのを事前に見てきていただいて、この会議でやった方が良いと思います。 

よろしくお願いします。 

 

□  事務局（佐々木計画推進担当局長） 

    本日の審議会に諮問しておりました北海道土地利用基本計画の変更につきまして、ただ今、ご了

承いただきましたことに、心よりお礼申し上げます。 

道といたしましては、後日、変更についての答申をいただきましたら、国土利用計画法の規定に

基づきまして、国土交通大臣と協議を行った後、３月中旬を目途に決定し、公表してまいりたいと

考えております。 

    また、先ほど、会長の方からお話しがございましたが、国土利用計画（北海道計画）の変更につ

きましては、大変面倒な作業ですが、是非お付き合いいただければなと思っております。人口の減

少ですとか国土の強靱化、あらゆる問題がある中、ちょうど、畠山委員にご参加いただいているの

ですが、「新たな総合計画」というのを我々、大きな計画として策定しているところでございます。

そういった議論などを踏まえながら、この国土利用計画は特定分野別計画ということで、国での計

画も踏まえながら北海道独自のものを、それについてもご意見を伺いながら進めてまいりたいと思

っておりますので、是非ともよろしくお願いいたします。 

大変長時間でありましたが、本日はどうもありがとうございました。 

 

 

 


